
令和３～５年度 探究的な学習の在り方に関する研究推進協議会

主体的に学びを深める

児童・生徒の育成
～探究的な学習の単元開発・実践・改善を通して～

〈海田西中学校区〉
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単元構想図

本質的な問い

児童生徒を主語に

指導と評価の一体化

単元構想シートを活用し、探究課題
に対する「本質的な問い」を設定し、
それぞれの探究のサイクルに「単元
を貫く問い」を位置づける。

児童・生徒が探究する姿を思い描き、
学習活動を探究のサイクルに位置付
けることで、具体的な学習活動が連
続し、一連の問題解決となる。

資質・能力の高まりが期待される場
面を確かめ、構想した学習活動が資
質・能力の育成につながっているか
の検証する。

🌻

🌻

🌻



海田西中学校区で育成する資質・能力の定義

課題の解決に向け、自分の意思で目標をもち、周囲と協働しなが

ら探究活動に粘り強く取り組むことができる。

実社会や実生活における「人・

もの・こと」との関わりを通し

て，自分を俯瞰して捉え，考え

を広げたり，深めたりしながら

自己の生き方を考えることがで

きる。

探究の過程において，自分の考

えをもち他者に伝えるとともに，

異なる意見や考えを生かしなが

ら合意形成を図り，他者と協力

して問題の解決に向けた探究に

取り組むことができる。



【課題設定の工夫】
・実生活や実社会と関わる必然性のある課題設定
・ＮＩＥの活用
・題材との出会いの工夫（問題の意識化）
・実現（解決）の見通し（問題の課題化）

【協働の場づくり】
・活動の視点の明確化
（目的の共有化）

・思考ツールの活用
（情報の共有化）

・ＩＣＴの活用
（情報の共有化）

・地域人材の活用

【振り返りの工夫】
・自己評価シートの記入
（学びの言語化）

・単元ルーブリック作成
・単元を貫く問いの活用
・振り返りの視点
・作成物や自己評価等の比較
・これからの学習への転用を
表現する場（新たな課題）

資質・能力の育成のために



資質・能力のカリキュラム・マネジメント

資質・能力がどの教科・単元で身に付ける
ことができるのかを、学校教育目標や学年
目標と関連付けることができた。１つの教
科・単元にとどまらず、資質・能力の視点
をもつことで、教科横断的に捉えることに
つながっている。

職員研修での共通認識



振り返り

振り返りを通して自己と対話する
ことが学習内容を自らとつなげ、
自己の変容、学びの広がりや深ま
りを自覚することにつながる。

振り返りの視点🌻

振り返りを通して自分の考えを
整理することが、考えを表現す
る基盤となる。

学びの現在地を確かめ、次への課
題を発見し、児童・生徒の言葉で
授業がつながっていく。

振り返りと資質・能力🌻 🌻

メタ認知

コミュニケーション力

主体性

海田西小学校

海田小学校



海田西中学校区のあゆみ



単元情報

単元名 発見！たんけん！海田町～海田町の“いいね”を伝えよう～

探究課題 地域共生社会

学年（時間） 小学校第３学年（２０時間）

実践事例１



①課題設定の仕方

海田町シルバープラザで
製造

校区にあるシルバープラザで作られている，せ
んべいです。

食べたことないな。日浦山，旧
千葉家住宅，織田幹雄，ひまわ
り大橋の絵があるね。

日浦山とひまわり大橋は知ってるよ。海田町
にあるよね。何のために書いてあるのかな？

題材との出会い
「不思議だな」「どうしてかな」

問題の意識化

知る

観る

探る創る

省みる
探究の
プロセス



①課題設定の仕方

海田町には，魅力が
たくさんあります。
どうぞ一人一人の
“いいね！”を見付け
てみてください。

２０１４年４月海田町広報による

このせんべいに，
どのような思い
がこめられてい
るのだろう？

海田の魅力を伝えるせんべいな
んだな。どんな魅力なのかな。

わたしも，海田町の“いいね！”
を見付けたい。

シルバープラザの事務局長さんのお話

知る

観る

探る創る

省みる
探究の
プロセス

「知ったこと」から「やりたいこと」へ



①課題設定の仕方

東小の3年生や海田町に住んでいる人に“いいね！”
を伝えるためには，どんなことをしたらいいんだろう。

“いいね！”を見付けに行きたいな。

海田市ガイドの会の人に教えてもらいたい。

ポスターを作ったら，たくさんの人に見てもらえると思うな。

Googlemeetを使ったら，東小まで行かなくても伝えられるね。

東小3年生と交流。 もっと多くの人にも。

知る

観る

探る創る

省みる 探究の
プロセス

学習者の「～したい」→
実現（解決）の見通し

問題の課題化

伝えたいな。



織田幹雄スクエア

②協働の場づくり

旧千葉家住宅 西国街道ガイドの様子

“いいね！”を
「美しさ」「便利さ」
「人の努力」の視点
で見つけよう。

織田幹雄スクエアで
は，織田幹雄さんが，
いろんな努力をした
ことが分かったな。

千葉家の“いいね！”は，
欄間にかわいい動物
が描かれていること。

見学や体験の視点
「何のため」「誰のため」

知る

観る

探る創る

省みる
探究の
プロセス

目的の共有化



②協働の場づくり

どんなポスター
にしますか。

国語で，キャッチコ
ピーがあると分かり
やすいことを学んだ
ね。使ってみようよ。

児童が作成したポスター

思考ツールを使って意見交流

キャッチコピーと具体を結び
付けるクラゲチャート

思考ツールを活用
↓

思考の見える化

知る

観る

探る創る

省みる
探究の
プロセス

情報の共有化



②協働の場づくり

東小の3年生との
「海田町“いいね！”交流会」
どんな会にしたいですか。

Googleスライドで分かりやすく。

質問や感想を言い合えるといいな。
Google meetでの
東小との交流

東小との交流会をして，自分のいいところと
友達のいいところを見つけました。（中略）
また他の小学校の人とも話し合いたいです。
この学習を考え出した私達もすごいなと思
いました。

わたしは，今日の交流会でみんな笑顔
で話せてよかったと思いました。（中略）
かかわり合う力と発表する力がついた
のは，東小の3年生のおかげなので，感
謝をしています。

交流後の児童の振り返り

知る

観る

探る創る

省みる
探究の
プロセス



③振り返りの方法

今日の学習を振り返りましょう。

◎
進
ん
で

取
り
組
む
力

か
か
わ
り
あ
う
力

ふ
り
か
え
る
力

単元のはじめに児童と相談しながら
作成したルーブリック

知る

観る

探る創る

省みる
探究の
プロセス

授業の振り返り
・ルーブリックの活用
・振り返りの視点

学びの
言語化自己評価表



③振り返りの方法

１１月 １月

学びの
言語化

知る

観る

探る創る

省みる
探究の
プロセス

作成物や自己評
価等の比較→
学びの深化

海田町は小さな町だけど，
こんなに“いいね！”が

たくさんある

海田町には「美しさ」だけ
でなく「人の努力」や「便
利さ」があって，心が温か
くなる

「海田町のよさ」ウェビングの比較

海田町の名所を知り，
ポスターにまとめるうちに
「海田町ってすてきだな」

海田町の”いいね！”を
もっと見つけて，みんな
に知らせたい



③振り返りの方法

この単元で学習したことから，他の学習や
生活にいかせそうなものはありますか？

学んだことの全体共有→抽象化・概念化
→これからの学習への転用

知る

観る

探る創る

省みる
探究の
プロセス

学びの
言語化

海田町の“いいね！”
が見つかったので海田
町で過ごすのが楽しく
なると思う

他の“いいね！”を見つ
けて，ワクワク楽しくな
ると思うから

ウエビングが他の学習
に生かせそう

他の場所でも，「美し
さ」「便利さ」「努力」を
見つけることができそう



実践事例２
単元情報

単元名 食文化の良さを伝えよう～海田町から発信しよう～

探究課題 食文化

学年（時間） 小学校第５学年（全４１時間）





海田小学校５年生

食文化のよさを伝えよう

～海田町から発信しよう～

「食文化のよさ」について，自分で決めた課題について調べたり，調べたこと

を発信したりする活動を通して，友達とかかわりながら，人とかかわり合う力

を身に付け，「食文化のよさ」を知ってもらうために何ができるか，どのよう

な方法があるか考え行動することができる。

探求のサイクル②
「海田さつま」はどうやってできたの？（１４）
・昔の海田はどんな町だったのか調べよう。（知る）
・「さつま」について調べよう。（観る）
・海田高校に取材しよう（探る）

・海田高校の取材から分かったことをまとめて発表しよう。
（創る）

・海田高校の取り組みや調べたことから「海田さつま」に対
して関心をもち，それらをどのように広めていけるか考え
よう。（省みる）

○題材との出会いの工夫

○疑問の問題化

○学びの連続性

○目的の共有化

○情報の共有化

○教員のファシリテート

○学びの言語化

○海小マイ成長チェックリスト

（児童用ルーブリック）

○学びの転用

課題設定の工夫

協働の場づくりの工夫

振り返りの工夫

探求のサイクル③
自分たちにできることは何だろう？（１４）
・自分たちができることを考えよう（探る）
・テーマを決めて，準備をしよう。（知る・観る）
・発信をしよう。（創る）

・自分たちの活動により，海田町の食文化の良さを発信できた
か振り返る。（省みる）



海田小学校５年生

食文化のよさを伝えよう

～海田町から発信しよう～

「食文化のよさ」について，自分で決めた課題について調べたり，調べたこと

を発信したりする活動を通して，友達とかかわりながら，人とかかわり合う力

を身に付け，「食文化のよさ」を知ってもらうために何ができるか，どのよう

な方法があるか考え行動することができる。

探求のサイクル②
「海田さつま」はどうやってできたの？（１４）
・昔の海田はどんな町だったのか調べよう。（知る）
・「さつま」について調べよう。（観る）
・海田高校に取材しよう（探る）

・海田高校の取材から分かったことをまとめて発表しよう。
（創る）

・海田高校の取り組みや調べたことから「海田さつま」に対
して関心をもち，それらをどのように広めていけるか考え
よう。（省みる）

探求のサイクル③
自分たちにできることは何だろう？（１４）
・自分たちができることを考えよう（探る）
・テーマを決めて，準備をしよう。（知る・観る）
・発信をしよう。（創る）

・自分たちの活動により，海田町の食文化の良さを発信できた
か振り返る。（省みる）

その他の工夫点
国語科「提案の仕方」との関連を図り、海田
さつまを広める様々な方法を考え、それを広
めていくために提案の仕方を学び、生かして
いった。スライド資料等を用いて発表した。

単元を通して（〇成果 ●課題）
〇海田さつまというテーマで単元開発ができ，
子供が自分事として取り組めた。

〇様々な地域団体や学校などとつながることで
学習が深まった。

〇ルーブリックや振り返りの視点を意識するこ
とで、子供たちの成長をより促せた。

●探究のサイクルを効果的に行うためには、よ
り大きな計画と見通しが必要だった。次年度
へ単元構想シート等を引き継ぎ，学びをつな
げていく。

●地域連携の積み上げと実績をつないでいく。
●資質・能力と単元の目標とを関連付け，さら
にルーブリックを学びや指導に生かしていく。



実践事例３
単元情報

単元名 西のチカラプロジェクト たんけん！発見！海田町の“いいね”を伝えよう

探究課題 地域共生社会

学年（時間） 小学校第３学年（４４時間）





探究のサイクル３（学びの発信）

ポイント
・児童の思いから連続性のある探究のサイクル３へ

【学びの連続性】

これからどのような活動を行いますか。

たくさんの人に知ってもらえるように発信していきたいな。

役場や織田幹雄スクエアに貼ってもらったら，たくさんの人
が見てくれないかな。

貼ってもよいか聞いてみないといけないね。
でも誰に聞いたらいいのかな。

魅力づくり推進課の
方も，僕たちと同じで
「海田の魅力を発信
したい」と話してる！
魅力推進課の方に
相談してみよう。

そう言えば，１学期のフォトコンテストでお世話
になった魅力づくり推進課の方のお話の記事
が出ていましたよ。

児童の思いや考えを予測し，状況に応じて
「材」を提供するなど授業をファシリテー
トすることで，学びの熱量を高めることに
繋げる。

知

る
観

る

探

る

創

る

省み

る 探究の
サイクル









海田町ＨＰ「海田西小学校3年生が見つけた海田町の“いいね！”」



実践事例４
単元情報

単元名 西のチカラプロジェクト～みんないきいき！住みよい町づくりを目指して～

探究課題 福祉

学年（時間） 小学校第４学年（全４１時間）





探究課題との出合い

新聞記事・動画教材の活用🌻

1

どうして「孤立化」や
「老老介護」が進むの
だろう。かわいそう。

私たちと違って高
齢者はなんだか幸
せそうではないね。

不幸せな人ばかり
なのかなあ。元気
な高齢者もいっぱ
いいるよ。

どうして違いがあ
るのか調べてみた
いね。

海田町に住む高齢者は幸せだろうか？



子どもの言葉で学びをつなぐ 1

高齢者はどんなことに
困っているのか知りたい！

高齢者疑似体験 福祉授業

老人ホームや公共施設で働
いている人に話を聞いてみ
たい！

海田町社会福祉協議会やボランティアグループ「車椅子とことこク
ラブ」の方々を招き、高齢者疑似体験をしたり，福祉授業をしてい
ただいたりした。「車椅子とことこクラブ」の方々の多くが高齢者
だと知り、「元気な高齢者とそうでない高齢者のちがいは何か」と
いう問いをもつ児童が数人いた。また、「元気の秘訣は何かを聞い
てみたい」という活動の振り返りもみられたので、「車椅子とこと
こクラブ」の方々へインタビューする機会を別日に設けた。



児童の振り返りから生まれた学び
高齢者疑似体験を通して生まれた「高齢者福祉」に対する多面的な気付き

1



高齢者との交流会実現に向けて
交流会を計画したら

どうかなあ？

また関わって

元気になってほしい！

交流会をする目的ってなんだろう？高齢者がどうなったらみんなは嬉しい？

インタビューで元気の秘訣を

教えてくれたね！

高齢者の人に

楽しんでもらいたい！
ぼくたちも楽しめる会に

したいなあ！

たくさんの遊びがあるね。

整理しようよ。

ピラミッドチャートが

使えそう！

視点に沿った遊びは

どれかなあ？

「人との関わり」が

元気の秘訣だったね。

2



交流会 2



交流会を振り返る活動を通して…

新たな視点への気付き 見方・考え方の変容

わたしたちと高齢者とで、考えが似ている所や違うところはありますか。

もう一度交流会をしたい！
自分たちだけの視点だけでな

く高齢者の視点も大事だね！

高齢者から

たくさんの意見をもらったね

もう一度考えてもっとよい交

流会にしようよ！

探究のサイクルのつながり

2



実践事例５
単元情報

単元名 生き方、働き方

探究課題 勤労

学年（時間） 中学校第２学年（全６０時間）





外部人材の招聘

マナー講習

中国新聞出前授業



地域と繋がる

職場体験学習



目的の明確化

新聞づくり

文化祭での発表



中国新聞「ヤングスポット」への投稿

本校では，年間を通して行事等の振り返りを中国
新聞社のヤングスポットへ応募している。
今年度は22名（ 1月末時点）の作品が掲載された。
職場体験に関する投稿も掲載された。

◆「職場体験 食品に興味が湧く」
スーパー等に提案するおかずを開発

◆「保育士の業務 大変さ実感」
保育士はただ子どもと遊ぶ職業ではなく，遊んだ物

の除菌等，見えないところの仕事もあることに気付い
た。



資質・能力についてのアンケート

授業では，自分で課題を立てて情報を
集め整理し，調べたことを発表するな
ど，主体的に学習に取り組んでいる。

授業では，次自分の考えを積極的に伝
えている。

振り返りでは，学習を通して自分自身
の変化に気付いたり，新たな課題を見
つけたりすることができた。

84.4% 72.9% 77.6%

主体性 コミュニケーション力 メタ認知

R6.1月実施（前年度比）
数値は３校平均

（-8.1pt） （+10.0pt） （+4.6pt）

◎自分の考えを積極的に伝えようとする児童・生徒が増加した。振り返りを通して、課題に対する自分の考えを整理する
ことで、自分のことを語れる基盤が整った。

◎振り返りにおいて，自分自身の変化に気付いたり，新たな課題について考えたりする児童・生徒が増えてきた。
視点をもとに振り返ることで，自己変容を自覚し，探究的な学習のよさに気付くことができた。

▲主体的に学びを深める児童・生徒の割合が減少した。
・開発単元が児童・生徒の姿をイメージして構想されたものかどうか
・探究課題や本質的な問いが児童・生徒の思いに沿うものになっているか
・学びの現在地を確かめながら探究のサイクルを意識できたかどうか



次年度に向けて

中学校区でのつながり

９年間を見通した資質・能力

学年間、学校間の連続した課題設定

振り返りの見取り

ルーブリックの適正

地域の材との継続した繋がり

各教科等との接続（カリキュラム・マネジメント）

🌻

🌻

🌻

🌻


